令和４年度第２回嘉麻市の国民健康保険事業の運営に関する協議会　議事録

日時：令和５年２月２日（木）
午後３時００分
場所：本庁舎５階委員会室２

出席者（１１人）
被保険者代表委員　　　 松岡 眞智子、田 友子、野見山 淳子、田子森 治子
保険医・薬剤師代表委員 西野 豊彦、岩見  元照、石﨑 慶太、江頭 祥一、
公益代表委員　　　　　 出水 貴之、畠中 博文、林田　作実、藤春 智子
                          
傍聴人数（０人）


＜議題＞
（１）令和５年度国民健康保険税の税率について
　　　　1.国保会計について
　　　　2.納付金について
　　　　3.令和５年度国民健康保険税率の検討について（案）

＜審議の内容＞
　　１　国保会計について
· 国民健康保険事業会計は、おおまかに総務費、保険給付費、納付金、保健事業費、その他の４項目の歳出と一般会計からの繰入、国費・県費、保険税の歳入によって成り立っている。

　　２　納付金について
　⑴納付金について
· 県内市町村の国保事業運営のために必要な費用、医療費などの総額を算出し、その額を納付金として県内市町村で分かちあう仕組みとなっている。

⑵令和５年度納付金について
· 県から提示された令和５年度嘉麻市納付金額（本算定）は、約１１億。
· 納付金算定において嘉麻市は医療費水準の面においては、県平均より高く、納付金が割増しになり、所得水準の面においては、県平均より低いため、納付金の負担額は減少している。この傾向は制度改正１年目から同じ状況が続いている。

⑶納付金の推移について
· 納付金合計額は減少しているが、被保険者数も減少しているため、一人当たりの納付金額は前年より増額となっている。

⑷現行税率と令和５年度標準保険料率（県提示）の総額比較について
· 令和４年１０月３１日を基準とした現行税率での国民健康保険税の試算結果は軽減前の課税総額が約９億５千万円。
· 令和５年度標準保険料率（４方式）での国民健康保険税の試算結果は軽減前の課税総額が約９億６千万円。
· 令和４年度の現行税率と県の示す標準税率の課税見込みとしては、２千万円程度税額が多い試算となっていた。決算見込みでも２千万～３千万の黒字見込み。
· 令和５年度に納める納付金を賄うためには、最大１千万程度不足する可能性がある。

　　３　令和５年度嘉麻市国民健康保険税率の考え方について（案）
· 令和５年度は最大で１千万円程度の赤字の見込みだが、保険者努力支援制度交付金などの補助金の確保、徴収率の向上などで、黒字化も可能と思われる。
· 事務局案としては、令和４年度については２～３千万円黒字化の見込みであり、本協議会の前年度答申にて示している通り、令和６年度を目途に、税改正を検討するように要請していることから、令和５年度嘉麻市国民健康保険税率については、現行の税率のまま据え置きとする。

（委員からの意見）
　一般会計繰入は黒字の場合は繰入しないのか？

（事務局）
　 法令で定められた繰入分がありますので、赤字、黒字関わらず繰入を
行います。

（委員からの意見）
累積赤字が３億５千万あり、令和６年から改正するという案がある
と思うが、少し早めた方がいいのではないか？
来年度から赤字額は増えることはあっても減ることはないという認
識でよいか？
（事務局）
今年の決算見込みは２千万～３千万の黒字で見込んでいる。来年は
１千万程度の赤字のため、２年度で見ると累積赤字はどちらかとい
うと少し解消する見込み。

（委員からの意見）
赤字解消の計画を立てているかどうかわからないが、累積赤字を何
年くらいで解消する予定か？

（事務局）
はっきり何年という計画は、決まっていない。
県の方針では、赤字解消は６年以内と定められている。しかし赤字
の額が市町村によって違うので県と協議して決めていくようにな
っている。

（委員からの意見）
嘉麻市の場合は、何年で考えられているか？

（事務局）
はっきりした年数はまだ計画していない。

（委員からの意見）
赤字がでた場合の補てんは、どうなっているのか？

（事務局）
一般会計からの繰入はしていない。繰上充用という形で前年度分へ
現年度分より支出し、毎年赤字を出しているような状況。一般会計
から現在、赤字補てんの繰入はしていない。

（委員からの意見）
ということは、翌年度の会計から借りているということか？

（事務局）
そうです。

（委員からの意見）
３億５千万の累積赤字は何年からのものか？

（事務局）
平成１９年から赤字が始まっている。

（委員からの意見）
赤字を０に近づけるため、計画性をもった運用を頑張っていただき
たいと思います。

（委員からの意見）
現在市役所は、健康保持増進のための事業など大きな所で頑張って
いただいていると思いますが、現場の方では今、老老介護世帯やお
年寄りの単身の世帯が取り残され、重症化するケースなどが見られ
る。地域の見守る目が弱くなっているように感じるため心配してい
る。単なる意見です。


終了　１５時５０分
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